
 

 

「わが街ひすとりぃ」基本情報 

 長崎（一丁目～六丁目） 

１．町名の由来 

 長崎の地名が確認できる最も古い史料は、1559（永禄 2）年

の『小田原衆所領役帳』で、太田新六郎の所領として「江戸長

崎十七貫三十文」と記されている。それ以前からあった地名で

あることは確かだが、その由来についてはっきりしない。 

平清盛の曾孫・資盛の子、三郎左衛門清綱は鎌倉幕府の執事職で伊豆韮山に領地を有して長崎氏を名乗

り、一族を派遣した各地（肥前、陸前等）に長崎の地名をつけている。『長崎町史』によれば、豊島区長

崎も、伊豆長崎氏の子孫、長崎次郎高重がこの地を所領し居住したため、それに因んで地名がつけられた

というが、この説の出所は不明。 

 一方、全国的に長崎と呼ばれる地域を調べると、水辺にある岬状の土地をいう地形的特徴が見られ、こ

の地も谷端川で三方を囲まれた岬状の地形なので、そこから地名が生まれたという説もある。 

 

２．基本データ 

   

 

 

 

 

 

３．地理 

区の西部に位置し、西武池袋線椎名町駅を含み、西は練馬区に接する。 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

  

 

 

 

  

面積 82.3ha 区の平均

人口割合 人口 18,386人 

14歳以下の人口割合 8.6% 8.9% 

65歳以上の人口割合 23.9% 19.9% 

外国籍住民割合 5.3% 10.4% 

（2019年 1月現在） 

椎名町駅 

小村氷室 

旅館「ファミリーイン西向」 

カフェレストラン「ストーク」 

小鹿田焼「ソノモノ」 

東長崎駅 



 

 

４．エリア内の公共施設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


